JAL､6月から国際線燃油サーチャージを値上げ

ハワイで往復4万7200円、欧米豪で7万円台に

　日本航空（JAL）は、2022年6月～7月発券分の国際線燃油サーチャージを値上げする。ハワイ路線では現行の片道1区間1万2700円から2万3600円に、北米・欧州・中東・オセアニア路線では現行の2万200円から3万6800円への大幅な値上げとなる。

これにより、燃油サーチャージだけでハワイ路線は往復4万7200円、北米や欧州、オセアニア路線では往復7万3600円が必要となり、ようやく再開されつつある海外旅行の需要回復に水を差す可能性がある。

　6月1日～7月31日発券分の日本発の国際線燃油サーチャージ額（1人1区間片道あたり）は以下の通り。現行価格→6月以降の改定額の順に記載。

▼韓国・極東ロシア＝1800円→4100円

▼東アジア（除く韓国・モンゴル）＝5200円→9900円

▼グアム・パラオ・フィリピン・ベトナム・モンゴル・ロシア（イルクーツク）＝5800円→1万2700円

▼タイ・マレーシア・シンガポール・ブルネイ・ロシア（ノヴォシビルスク）＝9800円→1万9600円

▼ハワイ・インドネシア・インド・スリランカ＝1万2700円→2万3600円

▼北米・欧州・中東・オセアニア＝2万200円→3万6800円
